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真岡市市民活動推進センター
コラボーレもおか
〒321-4507
栃木県真岡市石島893-15 真岡市二宮コミュニティセンター2Ｆ
T E L：0285-81-5522
F A X：0285-81-5558
e-mail：info@collabo-moka.net  
U R L：http://www.collabo-moka.net/
【開館時間】火～金：9:00～21:00
　　　　　（土・日は18:00まで）
【休 館 日】・毎週月曜日　・祝日
　　　　　　・年末年始（12/29～1/3）
　　　　　　  ※その他イベント・施設管理の関係で臨時に休館になる場合があります。

◀コラボーレもおか
　イメージキャラクター
　コラちゃん（左）と
　ボ～レくん（右）

もおかの人と人をつなぐ情報誌
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　災害時の復旧・復興支援や、フードバンクを1995年から行ってきたとちぎボランテ
ィアネットワーク(通称Vネット)は、いま若者の活動が熱いです。2017年から宇都宮
コミュニティFMミヤラジで「みんながけっぷちラジオ」を毎週火曜19時から放送し、
学生2～4人がラジオパーソナリティとなり、ゲスト選びから取材、当日のラジオ、報告
ブログ作成までを行っています(専用アプリから市外からでも聞くことができます)。
　また、去年からは、「キャンプで救う子どもの貧困、Vレンジャー」が発足され、学生＆
若手社会人自らが、体験の機会が少ない環境にある子どもたちに向け、宿泊や火おこ
し、川遊びなど季節ごとに企画しています。「みんなのやりたい」が形になるVネット。
　一緒に活動するボランティアや寄付・会員となって応援してくれる方を募集してい
ます！

■ 認定特定非営利活動法人　とちぎボランティアネットワーク 代　表：矢野　正広

　私たちはフラが好きな仲間が集まり、ボランティアを中心に活動するフラサークル
です。素朴なハワイの曲に合わせて、気の合った仲間と踊っているとそれだけで幸せ
な気分になれます。
　観ていただける皆様にもそんなフラの魅力を感じてもらえるよう練習に励む日々で
す。ノスタルジックな私たちのフラスタイルをいつか楽しんでいただけたら嬉しいです。
　高齢者施設のボランティアでは色鮮やかな衣装やハワイの楽器を使ってのパフォ
ーマンスに喜んでいただいてます。主に鹿沼や上三川で活動していますが、真岡でも
お声かけいただければ出向きたいと思います。コロナが落ち着いたらよろしくお願い
します。

■ フラサークル　カウルアナニ 代　表：マーヘアラニカイ あきこ

　宮沢賢治は童話作家として親しまれ、詩人としても知られますが、その魅力は人間
性にあります。
　私たちは作品を通して、森羅万象・万物に生命が宿ることを核とした賢治世界の広
さと深さに触れ、賢治が追い求めた「本当の幸せ」を探しています。
　本会では宇都宮中央図書館で毎月１回例会を持ち、文庫本をテキストに童話や詩
の作品に込められた賢治の思い、情景、言葉遣いの面白さ等、作品の楽しみ方を学ん
でいます。
　例会で話し合ったことや賢治に関する論考や情報などはまとめて、毎月１回会誌と
して発行しています。また、「イーハトーブへの旅」と称した野外研修を実施して作品
に登場する自然に触れたり、縁の地を訪ねたりして賢治の世界に親しんでいます。

■ 栃木・宮沢賢治の会 代　表：栗原　俊明
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「クレヨン」

　4月に入り、新しい年度がスタートしました。
　総会を控え、準備に忙しい団体も多いのではないでしょうか。
　特にNPO法人は総会終了後も書類をそろえ、所轄庁などへ提出するなどの対応が必要です。つい忘れがちになってしまう
内容もあるので改めて整理してみましょう。

※1　①事業報告書等提出書、②事業報告書、③活動計算書、④貸借対照表、⑤計算書類の注記、⑥財産目録、⑦年間役員名簿、⑧全事業年度の末日における社員のうち10人以上の者の氏名
※2 「再任」と同じような意味だが、登記の際は「重任」を使う
※3 詳細は内閣府NPOホームページ（https://www.npo-homepage.go.jp/kaisei）を参照

　併せて、NPO法に関する新しい情報があります。令和2年12月9日に、特定非営利活動促進法の一部を改正する法律が公
布され、今後、令和3年6月9日より施行されます。※3
主な内容としては
・設立の迅速化：縦覧期間の短縮により、認証までの期間も短縮
・個人情報保護の強化：個人の住所・居所が公表等の対象から除外
・事務負担の軽減：一部の提出書類を削減し、法人の事務負担を軽減
が挙げられています。
　こうした情報も忘れずにチェックしておきましょう。
　ご不明な点は、当センターでも相談を受け付けております。お気軽にご相談ください。

❶所轄庁（真岡市）へ
【毎年】
・事業報告書等※1：事業年度初め3カ月以内に提出&事務所に備え置き。
【2年毎】
・役員変更届：改選（最長2年毎）の際に遅滞なく提出。メンバーに変更なくとも「再任」で提出が必要。

❷法務局へ
【2年毎】
・役員の定款変更：改選（最長2年毎）の際に代表権を有する者に関して2週間以内に提出。メンバーに変更なくとも「重
任※2」で提出が必要。

❸公告
【毎年】
・貸借対照表：定款に沿って、貸借対照表を公開。

❹その他
・必要となる団体については税金、労務に関する届け出も忘れずに。
また、変更の都度、提出が必要な書類もありますので、手引きなどを参考に忘れずに対応ください。
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他国籍の方の支援。少しでも多くの方に日本での生
活を楽にしてあげたいSi podemos!

市民ボランティア活動、シトラスリボン運動の啓発にじいろもおか
新規
団体
紹介
（3月現在）
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センターよりセンターより

　真岡市やその周辺を拠点とする市民活動団体は様々な活動を行っており、その内容は多岐にわたります。
　当センターの「ミーティングルーム」は、団体の皆さんが集い、活動を行う場所としてご利用いただいています。
　しかし、真岡市内で他に活動ができる場所を調べてもなかなか見つからず、お困りの方もいらっしゃるのではないで
しょうか。　
　そこで、コラボーレもおかでは各施設にヒアリング調査を行い、市民活動ができる場所のスポットマップを作成しました。
　ぜひ参考にしていただき、皆さんの活動にお役立ていただければと思います。

［活動の場スポットマップ］
対応機器でQRコードを読み込んでいただくか、下記のURLをご利用ください。
URL:https://j.mp/3kx3E37
※活動の場は、それぞれ運用ルールが異なります。利用方法の詳細については各施設にお問い合わせ
下さい。
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活動報告活動報告

　2021年になってもまだまだ収束の兆しが見通せないコロナ禍の中で、感染
症対策を徹底しながら新たな活動をする団体を当センターではWebブログと
YouTubeの2つのプラットフォームを利用し、応援しています。
　ブログでは具体的な活動内容や、コロナ禍においてどのような対応をしてい
るか等を代表や担当の方のインタビューを交え詳細に掲載しています。
　YouTubeでは実際に行った活動の写真や映像を短い動画にしてわかりやす
く活動の紹介をしています。コロナに負けずに頑張る姿をぜひご覧ください。
　また、同じくコロナ禍での新しい活動をPRしたいという方は、ぜひお問い
合わせください。

コラボーレもおか大掃除

活動の場ヒアリング調査

コロナに負けない市民活動応援記

　毎年恒例で年末に行っている大掃除が昨年も実施されました。
例年は、多くの利用者の皆さんにご協力をいただくのですが、今回はコロナ禍
により、少人数に制限しての実施となりました。
　午前中はスタッフを中心に事務所の掃除を行い、蛍光灯やブラインド、壁な
ど、普段の清掃ではなかなかできないところを、丹念に掃除しました。
　午後は利用者の方たちと一緒に、ミーティングルームを掃除しました。事前
に掃除をしてくれた利用者の方たちがいてくれたこともあり、早めに終了する
ことが出来ました。
　皆さんのご協力のおかげで、清々しく新年を迎えることができました。コロナ禍の影響による不安が続きますが、綺
麗にした室内の清潔を保ちつつ皆さんのご利用をお待ちしています。（参加者3名）

ONLINEスキルアップ相談会

　コロナ禍において2度目の緊急事態宣言が発出され、コラボーレもおかでも「スキル
アップ講座」などいくつかの活動が中止になりました。
　外出自粛が呼びかけられる中でコラボーレもおかでは、「Zoom」を利用して市民活
動を行う上で必要なスキルについて相談ができるように、ONLINEスキルアップ相談会
を開催しました。
　この相談会では自宅からパソコンやスマートフォンなどでビデオ通話を行い、市民活
動に必要な会計や広報などの相談に対応しました。
　これからも、オンラインでの相談は随時受け付けますので、興味がある方はお気軽に
ご連絡ください。

活動報告活動報告

　NPO法人ま・わ・たの森 セイ子さんを講師に、ブックカバーづくりを開催し
ました。
　今回は、持参した本を基に寸法を測り、家にあった布をつかって、ブックカ
バーをつくりました。
　参加者の方々は裁縫経験豊富な方が多く、慣れた手付きで終始和やかにブッ
クカバーを作製していました。
　これをきっかけに家族のブックカバーもつくりたいという方もいました。
　参加者の皆さんは当センターに初めて来たとのことでした。この茶話がきっかけとなり、様々な活動の足がかりの一
助になればと思います。（参加者4名）

第73回こらぼ茶話
「手作りブックカバー・しおり付き」  9／
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